旅人 ( 一 幕) 



宫本 百合 子 



旅人 

子供 三人 

A 無邪気な 晴れ晴れしい 抑揚の ある 声の 児 

B 実用的な 平坦な 動かない 調子で 話す 児 

C 考え深い 様な 静かな 声と 身振りの 児 

場所 

小高い 丘の 上、 四辺のから つと 見 はらせる 所 (講 

堂の 段の 上 を 丘に 仮定) 

時 

夏の 夕暮に 近い 午後 



B、 c が 丘の 中程の 木の 切り株に 並んで 腰 を 

かけて、 編物 をして 居る。 

B 子 は 赤い 毛糸。 

C 子 は 青い 毛糸。 

編 棒 を 動かしながら 一 一人 は 気が 落つ いて 居る 

らしい 口調で 話して 居る。 

B ねえ C ちゃん、 今日は 私 一度 も A ちゃんに 会わな 

いのよ。 

どうしたん でしよう。 



C ほんと にね え。 

若し かひよ つと したら 病気なん じゃあな いの？ 

B そうね え。 

B は 何 か 思い出す らしく 考えて 居る。 

やがて 思いつい たらしく、 膝 を 叩いて 嬉し そ 

うに 笑いながら、 

B C ちゃん、 私共 はま あ、 馬鹿な 心配 をし ちゃった 

わ。 

ほら、 貴方 おぼえて ない？ 

つぎ 

こないだ この 次のお 祭りの 日に 町の 叔母さんの とこ 

ろ へ およばれ だ つて 云って たじ やない の。 



今日は それで 行った のよ、 ね？ 

そうじゃ あなく つ て。 

C そう 云えば そうね え、 ほんと に。 

私もう すっかり 忘れて 居た わ。 

じゃあ、 もう じき 此処 を 通る でしよう ね。 

少しお 家へ 帰る の をお そくして 一 緒に 行きたい わ 

貴方、 そうしな くって？ 

B ええ、 ええ、 ほんと に それが いい わ。 

もう 少し 待つ てて 見ましょう ね。 

きっとお 土産 を 沢山 抱えて 来る に違いない わ。 

C 私 町のお 話 をき きたい わ。 



可愛い 児が 沢山 居 るんだ つてね え。 

大きな お 家が ならんで るんだ つ てね え。 

まあ ほんと に 私が 行つ て 見たら どんなだろう。 

C は 手 を 止めて 向う の 方 を ながめる。 

沢山の 家並 やかす かな どよめきに 想像 をた く 

ましく して 居る らしい 様子。 

B 私 これ を 明日 迄にし あげなけ リゃ。 

B はう つむいて、 せつせつと 編みつ づける。 

A が 旅人と 一 緒に 丘の だらだら 坂 を あが つ て 

来る。 (手に 花の 入った かご を 持つ) 

(檀に 上る 段々 を だらだら 坂の つもり) C が 



見つける。 

C ああ、 B ちゃん、 B ちゃん、 

A ちゃんが 来た 事よ。 

(のびあがる) 

B まあ ほんと にね え。 

あれ、 誰 だかよ その 人 を つれて 来て る 事よ。 

旅人が 二人に 近づく。 

二人 は 少し はにかんだ 様に かたまる。 

A (気軽に 旅人から かけぬけて 二人の そばに より) こ 

の 「おじさん」 とね、 あの 樺のと こから 一緒に 来た 

のよ。 



今夜 私の 御 家へ とめて 頂戴って。 

そいで ね、 御馳走し てあげる から 私達に お話して 頂 

戴って お 約束した のよ。 

ねえ、 おじさん。 

B まあそう。 

そり や あ、 ほんと に 面白い わ。 

さあ 聞かせて ちょうだいな。 

A、 B は 旅人の 傍に すり 寄る。 

C 子 は 旅人 を 観察す る 様な 顔 をして 少し はな 

れて 立って 居る。 

たちあがった 拍子に 落ちた 青い 毛糸の 玉が こ 



ろが つ て 居る。 

旅 なかなか 抜 目の ない お 子 達 だ。 

おじぎ だけで は 許されそう もない からお 話 をして あ 

げ ずば なるまい かな。 

やれやれと。 

旅人 はさつ きまで B、 C が 掛けて 居た 木の 切 

リ 株に 腰 を 下す。 

あと 

A、B は 後に ついて、 旅人 を はさんで 向い合つ 

た 様に しゃがみ、 

C は 糸 玉の 落ちた の を 気づき それ を 片手に ひ 

ろい あげて 旅人の 後の方に 近く 立つ。 



旅 私 はね、 あの 彼方に 遠く 遠く 見えて 居る 青い 山の 

かげで 生れたん です よ。 

お天気の いい 朝鸛の 鳥が 小さ い 私 を ォパ— ル 色の 宫 

殿から 母さんの 膝に つれて 来たんで す。 

それから あつたかい 日光と、 よい 空気と、 甘い お 乳 

で、 やきたての お菓子の 様に 育って、 手足が たくま 

しく 真直に なった 時、 私 は 跳る 様に して、 今日まで 

続いて 居る 長い 旅 を はじめ たんです。 けれど …… 

A あなたた つた 一 人で？ 

お母様と い つ しょ じゃあな く？ 

旅 ええた つた 一 人で。 



勿論 始めは 友達 も あつたんで すけれ どね。 

あんまり 長い間の 事でしょう、 

それに 行く 方 も 違って 居 るんで 今では 私の 影 坊師が 

とち 

私のお 伴なん です よ。 

B 淋しかない の？ 

たった 一 人で 旅なん かする ときつ と 困る 事 だらけな 

ん だろう のに …… 

C 私 はたった 一人 だと は 思わない わ。 

お母様の おっしゃった 事、 

お 父 様の おっしゃった 事、 

神様の おっしゃる 事 はいつ でも 一 緒に 歩いて るんで 



す もの。 

旅 ほんと にね。 

自分 一 人 は 又 世界中の 人で なけり や あいけ ません。 

それから 私 は 毎日 毎日 一 生 懸命に 歩いて るんで すよ。 

お 月 様の いい 時には、 貴方方の ねて いらっしゃる 夜 

でも 森 を こして 行きました。 

B 提灯 もな くって？ 

案内 者 もつれずに？ 

旅 そんな ものの ない のが あたり 前な のです。 ついて 

居る 道 さえ 見失わなければ い つか は 人里に 行けます。 

或 時 は、 花が 一杯 咲いて 気の 遠くなる 様な よい 句い 



旅 え X え X 

そいから もっと 貴方が たがび つくりな さる 事が ある _ 

それ は 斯う 云う 事なん です。 

あなた 方が お母様に 寝 部屋に つれて 行って いただい 

て 冬は暖 い、 夏 は 涼しい お 床に お 入ん なさる 時に 私 

共 は、 外の 夜露の 下りる 木の下に ねる 事が ある 事で 

び つ くりな さるでしょう？ 

B まあ、 外で ねる の。 

そり や あいけ ない わ、 

夜 は 風 を 引き 易い つ て 云う のに。 



もうす るのお やめな さいね、 

牝られ る わ。 

A 私 何だか 気味が 悪い わ そんな 事、 

何にも 出な くって。 

若し 出たら どうな さるの、 お母様 はいらつ しゃら な 

いし。 

C 立派な 手足が ある わね え、 おじさん。 

旅 そうそう、 私 はこれ から 段々 みがきの かかった 手 

足で まだ どの位の 日数 を 歩いたら 行きつ く か 分らな 

い、 行かなければ ならない ところへまで 毎日 毎日 歩 

かなければ ならな いんです よ。 



今日まで のうちに 私 は どつ さり いろいろの もの を 見 

ました。 

森の 木の 枝に 自慢の 角 を 引っかけて 玉に うたれ た 鹿 

だの、 孔雀の 羽根で 恥 を かいた 可哀 そうな 鳥 だの、 

片目 をた のみすぎた 罪のない 驢馬 だのね え。 

B まあ そんなに？ 

私に はそんな 事 考えられな いわ。 

A そんな 旅 はいつ まで 続く の。 

来年まで？ 

さ 来年まで？ 

旅 神様が 御召しになる 日まで つづ くんです よ。 



もう 少した つと 貴方方 も 旅に 御 出かけに ならな け 

リゃ あなら な いんです。 

野宿 もしなければ ならず、 川 も 渡らなければ ならな 

い 事 をい つまで も 覚えて いら つ しゃいね。 

さあ、 大変 長いお 話 をして しまった。 

御覧なさい、 

あんなに 向う が 暗くな つ て 来ました よ。 

さあ、 帰りましょう。 

C はじい つ と 何 か 考えて 居る 様に 口 を 利かず 

に 遠く を 見て 居る。 

A あら、 C ちゃん、 どうしたの。 もう 行く のよ、 お 



話が すんだ のよ。 

C ええ、 知って 居る のよ。 

何だか 大変、 私に は 重い お 話の 様に 思える わ。 

行きましょう。 

B ほんと に 面白かった。 行きましょう、 さ。 

A 有難うお じさん。 

私き つ と 美味し い パ ン と チイ ズ を あげ る わ。 

旅人 を 中には さんで 三人の 子供 は 歩き 出す。 

そして 順番に やわらかく、 民謡の 様な 左の 文 

句 を 口ずさむ。 

雪の 降る 日に 小 兎 は、 



あかい 木の実の たべた さに 

親の 寝た 間に 山 を 出で 

城の 門まで 来 は 来たが (ここまで A) 

赤い 木の実 は 見え もせず 

路は 分らず 日 は 暮れる 

長い 廊下の まどの 下 

何やら 赤い ものが ある、 (B ここまで) 

そっとし のむ で 来て 見れば 

こ は 姫君の かん ざし か 

珊瑚の 玉 か 恥 かしゃ 

たべ てよ いやら 悪い やら 



兎 は 悲しくな りました。 (C ここまで) 
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